
（証券コード4570）
2023年６月９日

（電子提供措置の開始日 2023年６月５日）

株 主 各 位
群馬県藤岡市中字東田1091番地１
株 式 会 社 免 疫 生 物 研 究 所
代表取締役社長 清 藤 勉

第41期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第41期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上

げます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウ

ェブサイトに電子提供措置事項を掲載しております。

当社ウェブサイト
https://www.ibl-japan.co.jp/stockholder/ir_library/convocation_notice/

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東京証券取引所ウェブサイト
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記ウェブサイトにアクセスして、当社名又は証券コードを入力・検索し、「基本情
報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択の上、ご覧ください。

なお、当日ご出席されない場合は、インターネット又は書面により議決権を行使する
ことができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討の上、2023年６
月28日（水曜日）午後５時までに議決権を行使してくださいますようお願い申し上げ
ます。

敬 具
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記
1. 日 時 2023年６月29日（木曜日）午前11時
2. 場 所 群馬県高崎市問屋町２－７

ビエント高崎 ６０２号室
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

3. 会議の目的事項
報告事項 1. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日ま

で）事業報告、連結計算書類の内容並びに会計監査
人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第41期（2022年４月１日から2023年３月31日ま
で）計算書類報告の件

決議事項
第１号議案 資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金処分の件
第２号議案 取締役６名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよ
うお願い申し上げます。

◎議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとし
て取り扱わせていただきます。

◎インターネットと書面により重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決
権行使を有効な行使として取り扱わせていただきます。なお、インターネットによる方法で複
数回議決権行使をされた場合は、最後の行使を有効な行使として取り扱わせていただきます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させ
ていただきます。

◎書面交付請求された株主様へご送付している書面には、法令及び当社定款第14条の規定に基づ
き、下記の事項を記載しておりません。したがって、当該書面は監査報告を作成するに際し、
監査役及び会計監査人が監査をした書類の一部であります。

・連結注記表
・個別注記表
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議決権行使についてのご案内

株主総会に
出席される場合

株主総会開催日時行使期限

インターネットで議決権を
行使される場合

行使期限

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますよう
お願い申し上げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

同封の議決権行使書用紙を会場
受付にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に
対する賛否をご表示のうえ、切手を
貼らずにご投函ください。

次ページの案内に従って、議案の
賛否をご入力ください。

2023年6月29日（木）
午前11時開催

2023年6月28日（水）
午後5時到着分まで

2023年6月28日（水）
午後5時入力完了分まで
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QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 9：00～ 21：00）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

以降は、画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

1

見本

以降は、画面の案内に従って賛否をご入力ください。4

議決権行使サイトにアクセスしてください。1

3 新しいパスワードを登録してください。

「新しいパスワード」
を入力

「送信」を
クリック

2

「ログインID・
仮パスワード」を
入力

「ログイン」を
クリック

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取って
ください。

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パス
ワード」を入力しクリックしてください。

インターネットによる議決権行使のご案内

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

※ 操作画面はイメージです。

議決権行使
サイト https://evote.tr.mufg.jp/
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事 業 報 告
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

1. 企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及びその成果

当連結会計年度における日本経済は、新型コロナウイルス感染症拡大における第
７波・第８波を経ながらもマスク制限の緩和、感染症法上の位置付けを季節性イン
フルエンザと同じ「５類」に引き下げる決定をし、人流は回復傾向にあり、景気に
ついても緩やかな持ち直しの動きがみられました。しかしながら、世界情勢の不安
定化や金融引き締め等により、原材料・エネルギー価格の高騰、世界的なサプライ
チェーンの混乱による部品・半導体不足に加え、各国の高インフレ対策による景気
減速の懸念もあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。
こうした状況のもと、当社グループの業績につきましては、以下のとおりとなり

ました。

セグメント

売 上 高 営 業 損 益

金額
（千円）

前年同期比
金額

（千円）

前年同期比
増減額
（千円）

増減率
（％）

増減額
（千円）

増減率
（％）

抗体関連事業 790,600 156,376 +24.7 152,132 +167,090 ─
診断試薬サービス 678,780 174,966 +34.7 216,190 +157,741 +269.9
検査サービス 64,265 △21,818 △25.3 △3,497 +5,210 ─
TGカイコサービス 47,554 3,228 +7.3 △60,560 +4,138 ─

遺伝子組換えカイコ開発事業 － － － △80,414 +14,841 ─
化粧品関連事業 4,021 △9,331 △69.9 △13,344 △779 ─

※遺伝子組換えカイコ開発事業は、研究開発のコスト管理を行っているため売上高はありませ
ん。

① 抗体関連事業
当事業の売上高は、以下のとおりです。

・診断試薬サービス
主力製品である、ELISAキット及び抗体は、海外販売におけるeマーケティン

グ(SNS等)を活用した情報戦略の成果により、海外大手CRO企業や製薬企業及び
大学等の研究者からの引き合いが増加したことにより、大幅に販売数量が増加
し、さらに円安の影響により、売上高は、前年に比べ大幅に増加いたしました。
また、国内外において、アルツハイマー関連抗体のまとまった売上を計上したこ
とや受託サービス、動物用体外診断用医薬品についても、前年に比べ売上高は大
幅に増加いたしました。その結果、当サービスの売上高は、678,780千円（前
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年同期比34.7％増）となりました。
・検査サービス

臨床検査センターでの自社ELISAキットを使用した受託測定サービスの売上高
は増加いたしましたが、血中リポタンパク質プロファイリングサービス
「LipoSEARCH」に関連する検査が停滞し、まとまった案件が減少したことによ
り、当サービスの売上高は、64,265千円（前年同期比25.3％減）となりまし
た。

・TGカイコサービス
国内で販売している受託製品等の売上は、前年を下回りましたが、一方、欧州

の医療用品メーカーが製造販売している、医療用品の原料であるヒト型コラーゲ
ンの販売は増加傾向となっております。その結果、当サービスの売上高は、
47,554千円（前年同期比7.3％増）となりました。
以上により、当事業の売上高は、790,600千円（前年同期比24.7％増）とな

りました。
営業利益につきましては、利益率の高い自社製品であるELISAキット及び抗体

の売上高が大幅に増加したことや、コロナ禍における事業活動の最適化を図り、
諸経費を抑制したこともあり、前年に比べ大幅に増加することができました。そ
の結果、当事業の営業利益は、152,132千円（前年同期は14,958千円の営業損
失）となりました。

② 遺伝子組換えカイコ開発事業
当事業の研究開発費は、コストを抑制しつつ、有用なタンパク質の開発や当該

タンパク質の繭中産生量の改良における基礎研究に徹しており、前年に比べ減少
いたしました。なお、研究開発につきましては、ヒト型コラーゲンの繭中産生量
の増量については目途が立ちましたが、そのほかの研究開発においては、大きな
進展はありませんでした。その結果、当事業の営業損失は、80,414千円（前年
同期は95,255千円の営業損失）となりました。
なお、当事業は、医薬品原料生産に向けた、遺伝子組換えカイコによる組換え

タンパク質の収量を飛躍的に増加させる研究開発を行ってまいりましたが、目標
達成時期に目途が立たないことや、当社グループが所有する、限りある資金を抗
体関連事業における体外診断用医薬品原料等の開発に集中するため、遺伝子組換
えカイコによる医薬品原料生産に向けた新規開発を中止することといたしまし
た。なお、すでに遺伝子組換えカイコにより製造を行っている組換えフィブロネ
クチン等の試薬製品や体外診断用医薬品原料、ヒト型コラーゲン等については、
今後も「抗体関連事業」において、製造・販売及び製造方法の改良を継続してま
いります。

③ 化粧品関連事業
当事業は、国内通信販売において、直接個人ユーザーへの販売から代理店販売

に切り替えたため、販売単価の低下により、売上高は減少しておりますが、国内
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通信販売に関わる経費につきましては減少いたしました。また、中国への越境
ECの構築を行い、販売を開始しておりますが、現時点においては、中国本土の
反応は限定的であり、売上高への影響は軽微となっております。その結果、売上
高は、4,021千円（前年同期比69.9％減）、営業損失は、13,344千円（前年同
期は12,565千円の営業損失）となりました。

以上の結果、売上高は、794,621千円（前年同期比22.7％増）、営業利益は
58,373千円（前年同期は122,219千円の営業損失）となり、目標としていた営
業利益の黒字を達成することができました。また、経常損失については、関係会
社における投資損失や棚卸資産評価損等を計上し、149,503千円（前年同期は
243,472千円の経常損失）となりました。親会社株主に帰属する当期純損失に
ついては、関係会社における特別損失や特別利益等を計上し、289,731千円
（前年同期は258,767千円の親会社株主に帰属する当期純損失）となりました。

当期の剰余金の配当につきましては、業績の向上に努めてまいりましたが、当期
の業績を勘案いたしまして、無配とさせていただきたいと存じます。
株主の皆様には、誠に申し訳ございませんが、何卒事情をご理解いただき、ご了

承賜りますようお願い申し上げます。引き続き業績回復にグループ全社を挙げて対
処し、早期に配当を行うべく、鋭意努力してまいります。

（2）設備投資の状況
当連結会計年度における有形固定資産の設備投資の総額は8,423千円であり、そ

の内容は、次のとおりであります。

藤岡研究所 製造関連機器等（抗体関連事業）

（3）資金調達の状況
該当事項はありません。

（4）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
当社は、関連会社である株式会社CUREDの発行済株式の22.48％を所有してお

りましたが、2023年3月20日に一部株式を売却し所有株割合が19.90％となった
ため関連会社から除外しております。
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（5）財産及び損益の状況の推移
区 分 第38期 第39期 第40期 第41期

（当連結会計年度）
売 上 高（千円） 576,692 602,749 647,576 794,621
経 常 利 益（千円）△678,762 △310,511 △243,472 △149,503
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（千円）△668,125 △318,827 △258,767 △289,731
１株当たり当期純利益 （円） △76.00 △34.23 △27.78 △31.10
総 資 産（千円）2,372,989 1,838,038 1,705,338 1,434,337
純 資 産（千円）1,948,457 1,629,282 1,368,348 1,078,616
１株当たり純資産額 （円） 208.97 174.70 146.92 115.81
（注）1. 第40期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31

日）等を適用しており、第40期以降の財産及び損益の状況については、当該会計基準
等を適用した後の数値を記載しております。

2. △印は、経常損失、親会社株主に帰属する当期純損失及び１株当たり当期純損失を
示しております。

（6）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社との関係

該当事項はありません。
② 重要な子会社の状況

会 社 名 資 本 金 当 社 の
議決権比率 主要な事業の内容

株式会社ネオシルク化粧品 50,000千円 100.00％ ヒト型コラーゲン含有化粧
品の販売

株 式 会 社 AI Bio 10,000千円 49.00％ 抗体医薬品及び診断薬候補
の抗体作製

（注）株式会社AI Bioは2023年３月14日に同社の取締役及び監査役の員数の変更により当社の
実質的な支配権が増加したため子会社とし、連結の範囲に含めております。

（7）対処すべき課題
① 研究開発の重点投資

当社グループは、遺伝子組換えカイコによる医薬品原料生産に向けた新規開発を
中止することといたしましたが、治療用医薬品及び診断用医薬品のさらなるパイプ
ラインの充実が、事業の安定化のためには必要となります。そのため、資源投入の
集中と研究開発の効率化を図り、また、現行の共同研究先である大学などに加え、
優秀な人材を採用し、研究開発のスピードアップを図ってまいります。さらに、海
外企業が保有する有用なシーズの発掘も積極的に行ってまいります。
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② 体外診断用医薬品への取り組み
診断・試薬事業の領域は、非常に流動的であり、競争が激しいグローバル社会に

おいて、安定した収益を生み出すことが困難な領域となっております。安定した収
益を生み出すためには、体外診断用医薬品の領域の製品化が必要であると認識し、
体外診断用医薬品の研究開発に注力してまいります。
③ シスメックス株式会社との取り組み

当社とシスメックス株式会社は、両社の診断薬開発技術の相互利用を進めること
で、より独創的で高品質な製品を開発し全世界に向けて提供することを目指してお
ります。当社は、自社の特長ある抗体ライブラリをシスメックス株式会社のHISCL
をはじめとする測定プラットフォーム向けに最適化し、診断薬原材料として供給す
ることが可能になります。また当社の強みである抗体開発技術を活かしてグローバ
ル市場の様々な診断ニーズに対応した抗体を開発し、シスメックス株式会社への供
給を通じて診断薬市場向け事業を拡大します。
④ 遺伝子組換えカイコへの取り組み

遺伝子組換えカイコによる医薬品原料生産に向けた新規開発を中止することとい
たしましたが、カイコの繭中に目的タンパク質を産生する生産技術は、遺伝子組換
えカイコの繭により産生される抗体やタンパク質は、非特異反応が低いことや動物
愛護の対象とならないことから、短期的には、研究用試薬・体外診断用医薬品にて
使用する抗体をはじめとした目的タンパク質の置換え利用や化粧品原料等への産業
利用を推進し、具体的な生産拡大や製造方法の改良を目指してまいります。
⑤ 化粧品関連事業における販売の取り組み

中国市場におけるBtoB販売は、コロナ禍の鎮静化により、販売を見込んでおり
ましたが、依然として、中国市場への展開が進まず、直接現地代理人との情報交換
ができず、目途がついておりません。今後は、SNSを活用して、中国国内のバイヤ
ーの方々に直接情報発信し、販路拡大の準備をすすめてまいります。国内市場にお
きましては、群馬県の温泉地において、高級旅館とコラボレーションし、SNSを活
用して地域に密着した販売活動を行ってまいります。本事業については、既存製品
での利益創出を重要課題ととらえ、販売拡大を目指してまいります。また、販売拡
大の目途が立ち次第、遺伝子組換えカイコ事業が開発した、化粧品原料「ネオシル
ク®-ヒト型コラーゲンⅢ」を使用した高級化粧品の開発に取り組み、幅広いユー
ザーに提供できる製品を開発してまいります。
⑥ 人材の確保及び教育

当社グループは、各事業に精通した研究員及びプロジェクトを推進できる人材の
確保が必要不可欠と考えており、研究開発の効率を上げるため、ハード面とソフト
面の両面から研究開発に適した環境作りを行い、企業価値の最大化を目指してまい
ります。
研究開発型企業である当社グループにおいては、自由な発想が生み出される柔軟

な組織がふさわしいと考えております。組織が硬直化し、研究開発活動が滞ること
がないように、常に問題意識をもって物事に対処する集団として組織を維持運営い
たします。
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⑦ 財務安定性の確保
当社グループは、研究開発型企業として、積極的かつ継続的に研究開発に投資し

ていく方針であります。投資の源泉は事業からの収益をもって行われることが望ま
しいと考えております。当社グループは、引き続き、収益確保のため、現製品の見
直しや間接部門コストの削減に努めてまいります。また、研究テーマの選択を行
い、経営資源を集中して効率的な経営を行うことが重要であると認識しておりま
す。
⑧ 経営管理体制の強化

既存事業に加え、新規事業やサービスの展開が加速し、多角期を迎える当社グル
ープにおきましては、経営の公正性・透明性・継続性を確保するためのさらなる管
理体制の強化が重要な課題であると認識しております。特に昨今におきましては、
世界情勢の悪化や新型コロナウイルス感染症の影響により、物流の停滞・各種コス
トの増大・急激な為替の変動等、社会環境が不安定・不透明な状況となっておりま
す。その状況下においても着実に事業を継続するため、各種社内規程や関係法令等
の遵守を積極的に推進し、内部統制に資する業務プロセスの整備・運用、必要に応
じた是正活動を定常的に行うことで、より透明性が高く健全な経営管理体制を構築
してまいります。

（8）主要な事業内容
事 業 部 門 主 な 内 容

抗 体 関 連 事 業

抗体関連試薬製造販売、試薬関連受託サービス、
医薬シーズライセンス、体外診断用医薬品製造販
売、遺伝子組換えカイコ関連製品製造販売、リポ
タンパク質脂質プロファイリング解析サービス、
臨床検査サービス

遺伝子組換えカイコ開発事業 遺伝子組換えカイコを用いた基礎研究
化 粧 品 関 連 事 業 ヒト型コラーゲン含有化粧品販売

（9）主要な事業所等
① 当社

本社・研究所 群馬県藤岡市中字東田1091番地１
前橋研究所 群馬県前橋市
三笠研究所 北海道三笠市
秋田解析センター 秋田県秋田市

② 子会社
株式会社ネオシルク化粧品 群馬県藤岡市
株 式 会 社 AI Bio 群馬県藤岡市
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（10）従業員の状況
① 企業集団の従業員の状況
従 業 員 数 前連結会計年度末比増減

60名 3名減
（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員８名は含んでおりません。

② 当社の従業員の状況
従 業 員 数 前 期 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

59名 3名減 44.3歳 15.2年
（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員８名は含んでおりません。

（11）主要な借入先
借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 東 和 銀 行 164,990千円
株 式 会 社 秋 田 銀 行 40,000千円

2. 会社の株式に関する事項
（1）発行可能株式総数 20,000,000株
（2）発行済株式の総数 9,314,590株（自己株式1,131株を含む。）
（3）株主数 9,561名
（4）大株主

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率
株 ％

清 藤 勉 1,123,700 12.07
B A R A T I R A H I M 210,000 2.25
株 式 会 社 ト ラ ン ス ジ ェ ニ ッ ク 205,000 2.20
株 式 会 社 Ｓ Ｂ Ｉ 証 券 178,136 1.91
楽 天 証 券 株 式 会 社 163,400 1.75
星 川 輝 151,000 1.62
Ｊ Ｐ モ ル ガ ン 証 券 株 式 会 社 145,600 1.56
中 沢 和 美 101,600 1.09
株 式 会 社 東 和 銀 行 100,000 1.07
ＵＢＳ ＡＧ ＬＯＮＤＯＮ Ａ／Ｃ ＩＰＢ ＳＥＧＲＥＧＡＴＥＤ ＣＬＩＥＮＴ ＡＣＣＯＵＮＴ 89,651 0.96
（注）持株比率は、自己株式（1,131株）を控除して計算しております。
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3. 会社の新株予約権等に関する事項
（1）当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

該当事項はありません。

（2）当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。

（3）その他新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。

4. 会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の氏名等（2023年３月31日現在）
地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役社長 清 藤 勉 株式会社トランスジェニック 社外取締役

株式会社AI Bio 代表取締役社長
常 務 取 締 役 中 川 正 人 業務執行責任者兼事業グループ管理本部長

株式会社AI Bio 監査役
取 締 役 前 田 雅 弘 抗体関連事業本部長兼臨床検査事業部長

株式会社AI Bio 取締役
取 締 役 小野寺 昭 子 人事総務部長兼内部監査室長

株式会社ネオシルク化粧品 代表取締役社長

取 締 役 福 永 健 司
株式会社トランスジェニック 代表取締役社長
株式会社新薬リサーチセンター 代表取締役社長
株式会社ＴＧビジネスサービス 代表取締役社長
株式会社安評センター 代表取締役社長

取 締 役 小 嶋 一 慶 弁護士法人ゆうあい綜合法律事務所東京事務所
常 勤 監 査 役 岡 住 貞 宏 井上・岡住司法書士行政書士事務所 共同代表
監 査 役 田 山 毅 日水製薬株式会社 社外監査役

田山公認会計士事務所 所長
監 査 役 吉 田 信 昭 株式会社幸思縁 代表取締役

日本クレアス社会保険労務士法人 高崎本部長
（注）1. 取締役福永健司及び小嶋一慶の両氏は、社外取締役であります。

2. 監査役岡住貞宏、田山毅及び吉田信昭の各氏は、社外監査役であります。
3. 2022年６月29日開催の第40期定時株主総会において、吉田信昭氏が監査役に選任さ
れ、就任いたしました。
4. 監査役田山毅氏は東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が生じるお
それのない独立役員であります。
5. 監査役田山毅氏は公認会計士の資格を、監査役吉田信昭氏は税理士の資格をそれぞれ
有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。
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（2）責任限定契約の内容の概要
当社は、社外取締役及び社外監査役全員との間で、会社法第423条第１項の責任

につき、善意でかつ重大な過失がないときは、金10万円又は会社法第425条第１
項に規定する最低責任限度額のいずれか高い額を限度として責任を負担する旨を定
めた契約を締結しております。

（3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
① 被保険者の範囲

取締役、監査役（子会社を含む）
② 役員等賠償責任保険契約の内容の概要

被保険者が負担することになる、その地位に基づいて行った行為（不作為を含
む）に起因して損害賠償請求された場合の、法律上の損害賠償金及び争訟費用を当
該保険契約により填補することとしております。なお、当該保険料を全額当社が負
担しております。

（4）当事業年度に係る取締役及び監査役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項

当社の取締役報酬は、基本報酬のみにより構成されており、当社の目標達成に向
けた役割及び職責等を踏まえた適正な水準にすることを基本方針とすることについ
て、取締役会で決定しております。
基本報酬は、金銭による月例の固定報酬とし、株主総会において決議された報酬

総額の限度内で、各役員の役位、職責、業績等を総合的に勘案し、決定するものと
することとしております。
個人別の基本報酬額については、定時株主総会での役員選任決議を受け、その後

の取締役会にて役員報酬について協議の上、最終決定については、代表取締役社長
へ一任しております。
当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると

取締役会が判断した理由については、取締役の個人別の報酬等の内容の決定に当た
っては、代表取締役社長が原案について決定方針との整合性を含めた多角的な検討
を行っているため、取締役会も基本的にその答申を尊重し決定方針に沿うものであ
ると判断しております。
② 取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項

当社の役員の報酬等に関する株主総会の決議年月日は2005年６月24日であり、
決議内容は、取締役の報酬総額を200,000千円以内とすること及び監査役の報酬総
額を30,000千円以内とすること、となっております。当該定時株主総会終結時点
の取締役の員数は９名、監査役の員数は４名であります。
③ 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項

当事業年度においては、2022年6月29日開催の取締役会にて代表取締役社長清
藤勉に取締役の個人別の報酬額の具体的内容の決定を委任する旨の決議をしており
ます。その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額及び各取締役の担当事業の業績
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を踏まえた賞与の評価配分であり、これらの権限を委任した理由は、当社全体の業
績を俯瞰しつつ各取締役の担当事業の評価を行うには代表取締役が最も適している
からであります。
④ 取締役及び監査役の報酬等の総額等

役員区分
報酬等の
総額

（千円）
報酬等の種類別の総額（千円） 対象となる

役員の員数
（人）基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役
（うち社外
取締役）

39,000
（3,600）

39,000
（3,600） ─ ─ 6

（2）
監査役

（うち社外
監査役）

7,920
（7,920）

7,920
（7,920） ─ ─ 4

（4）

（5）社外役員に関する事項
① 重要な兼職先である他の法人等と当社との関係

社外取締役の福永健司氏は株式会社トランスジェニック、株式会社新薬リサーチ
センター、株式会社ＴＧビジネスサービス及び株式会社安評センターの代表取締役
社長であります。株式会社トランスジェニックと当社は資本業務提携を行っており
ます。なお、上記各社と当社との間には取引関係はありません。
社外取締役の小嶋一慶氏は弁護士法人ゆうあい綜合法律事務所東京事務所と兼務

しております。なお、当社は法律相談業務を同事務所に依頼しており取引関係があ
りますが、取引金額は２百万円未満であり、重要な取引関係ではありません。
社外監査役の岡住貞宏氏は井上・岡住司法書士行政書士事務所の代表を兼務して

おります。なお、当社は商業登記等司法書士業務を同事務所に依頼しており取引関
係がありますが、取引金額は１百万円未満であり重要な取引関係ではありません。
社外監査役の田山毅氏は田山公認会計士事務所所長及び日水製薬株式会社の社外

監査役を兼務しております。なお、当社と田山公認会計士事務所、日水製薬株式会
社との間に取引関係はありません。
社外監査役の吉田信昭氏は株式会社幸思縁 代表取締役及び日本クレアス社会保

険労務士法人 高崎本部長を兼務しております。なお、当社は社会保険等人事労務
面での業務について日本クレアス社会保険労務士法人と取引関係がありますが、取
引金額は１百万円未満であり重要な取引関係ではありません。
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② 当事業年度における主な活動状況
（ア）取締役会及び監査役会への出席状況及び発言状況
区 分 氏 名 主 な 活 動 状 況

社外取締役
福 永 健 司 当事業年度に開催された全ての取締役会に出席

し、主に経営面での発言を行っております。

小 嶋 一 慶
当事業年度に開催された全ての取締役会に出席
し、主に法律面の経験・見地から、適宜発言を
行っております。

社外監査役

岡 住 貞 宏
当事業年度に開催された全ての取締役会及び監
査役会に出席し、経営面及び法律面の経験・見
地から、適宜発言を行っております。

田 山 毅
当事業年度に開催された全ての取締役会及び監
査役会に出席し、主に公認会計士として培って
きた豊富な経験・見地から、適宜発言を行って
おります。

吉 田 信 昭
当事業年度に監査役就任後に開催された全ての
取締役会及び監査役会に出席し、主に税理士及
び社会保険労務士として培ってきた豊富な経
験・見地から、適宜発言を行っております。

（注）書面決議による取締役会の回数は除いております。

（イ）社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要
・福永健司氏
経営的な目線から経営計画の策定等に関し取締役会等において発言をいただく

とともに計画の進捗状況等につき監督していただきました。
・小嶋一慶氏
他社とのＭ＆Ａや提携、さらに労務管理における留意点及び戦略等について、

法令視点の見解を踏まえた積極的な助言・監督を行っていただいたことで、取締
役会の実効性向上に貢献していただきました。
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5. 会計監査人に関する事項
（1）会計監査人の名称

新宿監査法人
（2）会計監査人の報酬等の額

区 分 金 額
① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 18,000千円
② 当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他

の財産上の利益の合計額 18,000千円

（注）1. 監査役会は、過年度の監査実績及び会計監査人の職務遂行状況を分析・評価するとと
もに、当事業年度の監査計画の内容及び報酬額の見積りの妥当性等を検討した結果、会
計監査人の報酬等の額は相当であると判断、同意いたしました。
2. 当社と会計監査人との監査契約においては、会社法上の監査に対する報酬等の額と金
融商品取引法上の監査に対する報酬等の額等を区分しておらず、かつ、実質的にも区分
できないことから、上記①の金額はこれらの合計額を記載しております。

（3）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
会社都合の場合のほか、当社監査役会は、当該会計監査人が会社法第340条第１

項各号に定める解任事由に該当する状況にあり、かつ、改善の見込みがないと判断
した場合、もしくは、監督官庁から監査業務停止処分を受ける等、当社の監査業務
に重大な支障をきたす事態が生じた場合には、取締役会に対して会計監査人の解任
又は不再任に関する議案を株主総会に付議するよう請求いたします。

6. 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
当社は、会社法及び会社法施行規則に定める「業務の適正を確保するための体制」

について取締役会において決議しております。その概要は以下のとおりであります。
（1）業務の適正を確保するための体制

① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
毎月開催される取締役会には、原則として全ての役員が出席するものとし、各取

締役は職務の執行状況について報告し、出席監査役は各取締役の業務執行状況を監
督する。また、監査役による日常の業務監査によって、取締役の職務の執行が法令
及び定款に反していないか監視する。
② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

取締役の職務の執行に係る情報及び文書については、文書管理規程に従い適切に
保存及び管理を行い、取締役及び監査役が常時閲覧できる体制とする。また、必要
に応じて運用状況の検証、各規程等の見直しを行うものとする。
③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

内部監査責任者である内部監査室長をリスク管理責任者とし、部署横断的なリス
ク管理体制を構築する。内部監査の結果、損失の危険のある業務執行行為が発見さ
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れた場合には、発見された危険の内容及びそれがもたらす損失の程度等について、
直ちにトップマネジメント、担当部署及び監査役に通報される体制とする。
④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

経営計画のマネジメントについては、経営理念及び経営基本方針に基づき毎年策
定される年度事業予算及び中期経営計画に従い、各業務執行ラインにおいて目標達
成のための活動を行うものとする。また、経営目標が当初の予定通りに進捗してい
るか、業績報告を通じて定期的に検証を行う。
業務執行のマネジメントについては、取締役会規程において定められている事項

及びその付議基準に該当する事項については全て取締役会に付議することを遵守し、
その際には経営判断の原則に基づき、事前に議題に関する十分な資料が全役員に配
布される体制をとるものとする。
日常の職務遂行に際しては、職務権限規程、業務分掌規程等に基づき権限の委譲

が行われ、各レベルの責任者が意思決定ルールに従い業務を遂行するものとする。
⑤ 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

全使用人に法令及び定款の遵守を徹底させるため、代表取締役社長をコンプライ
アンス委員長とし、内部通報制度を構築する。万一コンプライアンスに疑義のある
行為が発生した場合には、その内容及び対処案がコンプライアンス担当役員を通じ
てトップマネジメント、取締役会及び監査役に報告される体制を構築する。また、
各担当取締役はそれぞれの部署において適切な研修体制を構築し、内部通報窓口の
さらなる周知徹底を図るものとする。
⑥ 当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保す
るための体制
当社と子会社の関係については、各子会社の独立性等を維持しつつ、子会社から

当社への定期的な報告や、重要案件においては事前に協議を行うものとする。また、
当社内部監査部門や監査役による監査を適宜行うことにより、業務執行の適正の確
保に努めるものとする。
⑦ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用
人に関する事項
内部監査を担当する内部監査室を監査役の職務を補助すべき部署とし、監査役の

求めに応じて内部監査スタッフがその任に当たる。
⑧ 監査役の職務を補助すべき使用人の取締役からの独立性に関する事項

監査役の職務を補助すべき使用人の任命、異動等については、事前に監査役会の
同意を得るものとする。また、当該使用人の人事評価に際しては、監査役の意見を
聴取するものとする。
⑨ 取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に関
する体制
取締役及び使用人は、監査役の求めに応じて必要な報告及び情報提供を行うもの

とする。なお、当該報告及び情報提供の主なものは、次のとおりとする。
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・ 会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実
・ 内部統制システム構築に関わる部門の活動状況
・ 内部監査部門の活動状況
・ 重要な会計方針、会計基準及びその変更
・ 業績及び業績見込の発表内容、重要開示書類の内容
・ 内部通報制度の運用及び通報の内容
・ 稟議書及び監査役から要求された会議議事録の回付の義務付け
⑩ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査役、内部監査人及び監査法人の三者による意見交換会を定期的に開催するも
のとする。また、監査役は、必要に応じて外部専門家の意見を聴取する機会を与え
られるものとする。

（2）業務の適正を確保するための体制の運用状況
① 取締役の職務の執行について
・ 当社は、2022年６月29日に開催された取締役会において、代表取締役、取締役
社長を選定しております。
・ 当社は当期12回定時取締役会を実施し、取締役の職務の執行状況の報告を行って
おります。また、監査役は取締役会に出席し業務執行状況の監督を行いました。
・ 取締役会議事録及び関係書類等取締役の職務の執行に係る各種書類については、
法令、社内規程等に従い適切に保管しております。
・ 取締役会において中期計画、年度計画に沿って事業が執行されているか報告、討
議が行われ、検証が行われました。
② リスクマネジメントに対する取り組み
・ 内部通報制度を施行しており、従業員が直接コンプライアンス担当役員を通じて
トップマネジメント、取締役会及び監査役に報告される体制を構築しました。また、
通報した従業員には不利益な取扱いが行われないようにしております。
・ 内部監査を行い、損失の危機のある業務執行がないか監視を行っております。
③ 使用人の職務の執行について
・ 従業員が遵守すべき社内規範や社内規程等は社内イントラネットへ掲載する等の
方法により全従業員に周知を図っております。
・ 内部監査を行い、従業員が社内規程等に従って業務を遂行しているか、逐次確認
しました。
・ 内部統制については、業務プロセスが妥当であるか業務実施者より資料収集、分
析し、内部統制システムが有効に機能していることを確認、適宜見直しを行うこと
により質の向上を図っております。
④ 監査役の職務の執行について
・ 監査役会は会計監査人と決算レビュー等を行い、年間の監査計画や監査が実効的
に行われたことを確認しております。
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・ 当社は監査役の求めに応じ、監査役の職務を補助する２名のスタッフを置き、当
該スタッフの人事、評価に関しては監査役の意見を尊重する等、取締役からの独立
性を確保しております。
・ 監査役は取締役会等社内の重要な会議に出席し、取締役及び使用人等から必要な
報告を受けております。また、稟議書等の重要な書類の閲覧により、十分な情報を
得られるよう体制を整備しました。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,165,293 流 動 負 債 252,005

現 金 及 び 預 金 614,164 支払手形及び買掛金 5,697
受 取 手 形 38,274 短 期 借 入 金 130,000
売 掛 金 184,740 一年内返済予定長期借入金 5,889
商 品 及 び 製 品 43,420 未 払 法 人 税 等 25,874
仕 掛 品 135,987 賞 与 引 当 金 25,166
原材料及び貯蔵品 138,606 そ の 他 59,377
そ の 他 10,100 固 定 負 債 103,715

長 期 借 入 金 99,101
固 定 資 産 269,044 退職給付に係る負債 4,614
有 形 固 定 資 産 119,277 負 債 合 計 355,720
土 地 119,277 純 資 産 の 部
投 資 そ の 他 の 資 産 149,766 科 目 金 額
投 資 有 価 証 券 95,225 株 主 資 本 1,078,616
そ の 他 54,540 資 本 金 3,029,041

資 本 剰 余 金 2,061,421
利 益 剰 余 金 △4,009,856
自 己 株 式 △1,990

純 資 産 合 計 1,078,616
資 産 合 計 1,434,337 負債及び純資産合計 1,434,337
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連 結 損 益 計 算 書
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 794,621
売 上 原 価 267,908
売 上 総 利 益 526,712
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 468,338
営 業 利 益 58,373
営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,356
為 替 差 益 4,559
保 険 解 約 返 戻 金 4,820
受 取 負 担 金 2,845
そ の 他 5,616 19,198

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,073
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 203,844
棚 卸 資 産 評 価 損 14,893
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 6,697
そ の 他 566 227,075

経 常 損 失 149,503
特 別 利 益

関 係 会 社 株 式 売 却 益 45,799 45,799
特 別 損 失

関 係 会 社 株 式 評 価 損 174,468
投 資 有 価 証 券 評 価 損 1,635
減 損 損 失 804 176,908

税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 280,611
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 9,119 9,119
当 期 純 損 失 289,731
親会社株主に帰属する当期純損失 289,731
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連結株主資本等変動計算書
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

（単位：千円）

残高及び変動事由 株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式

当 期 首 残 高 3,029,041 2,061,421 △3,720,124 △1,990
当 期 変 動 額
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △289,731

自 己 株 式 の 取 得 △0

当 期 変 動 額 合 計 ─ ─ △289,731 △0
当 期 末 残 高 3,029,041 2,061,421 △4,009,856 △1,990

残高及び変動事由 株主資本 純 資 産 合 計株主資本合計
当 期 首 残 高 1,368,348 1,368,348
当 期 変 動 額
親会社株主に帰属する
当 期 純 損 失 △289,731 △289,731

自 己 株 式 の 取 得 △0 △0

当 期 変 動 額 合 計 △289,731 △289,731
当 期 末 残 高 1,078,616 1,078,616
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連 結 注 記 表
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
1. 連結の範囲に関する事項
（1）連結子会社の数及び主要な連結子会社の名称

連結子会社の数 ２社
主要な連結子会社の名称
株式会社ネオシルク化粧品
株式会社AI Bio

連結範囲の変更
株式会社AI Bioは2023年３月14日に同社の取締役及び監査役の員数の変更に

より当社の実質的な支配権が増加したため子会社とし、連結の範囲に含めており
ます。

（2）主要な非連結子会社の名称等
該当事項はありません。

（3）議決権の過半数を自己の計算において所有している会社等を子会社としなかった
会社等の名称等
該当事項はありません。

（4）支配が一時的であると認められること等により、連結の範囲から除かれた子会社
の財産又は損益に関する事項
該当事項はありません。

2. 持分法の適用に関する事項
（1）持分法を適用した非連結子会社又は関連会社の数及び主要な会社等の名称

該当事項はありません。
主要な会社等の名称

① 非連結子会社
該当事項はありません。

② 関連会社
該当事項はありません。
なお、従来持分法を適用していた株式会社CUREDは株式の一部を売却した

ことにより議決権割合が20％未満となったため、また、株式会社AI Bioは実
質的支配権が増加したことにより当社の子会社となったため、持分法の適用範
囲から除外しております。

（2）持分法を適用しない非連結子会社又は関連会社の名称等
該当事項はありません。

（3）議決権の100分の20以上、100分の50以下を自己の計算において所有している
会社のうち関連会社としなかった会社等の名称等
該当事項はありません。

（4）持分法の適用の手続について特に記載すべき事項
該当事項はありません。

3. 会計方針に関する事項
（1）重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法
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ア．満期保有目的の債券
移動平均法による原価法を採用しております。

イ．その他有価証券
・市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法
総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用してお

ります。
（2）重要な減価償却資産の減価償却の方法

長期前払費用
均等償却によっております。
なお償却期間については法人税法に規定する方法と同一の基準によっておりま

す。
（3）重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能
見込額を計上することとしております。

② 賞与引当金
従業員に対する賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額の当連結会計年度負

担額を計上しております。
（4）その他連結計算書類の作成のための重要な事項

① 連結子会社の決算日に関する事項
連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

② 退職給付に係る会計処理の方法
当社グループは従業員数300人未満の小規模会社であるため簡便法を採用して

おります。
退職給付債務の計算方法は、退職金規程に基づく従業員個別の要支給額と中小

企業退職金共済制度からの期末時点における支給見込額に不足がある場合にその
差額を引当金に計上する方法をとっております。

③ 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換

算差額は損益として計上しております。
④ のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、その効果の発現する期間を個別に見積り、その見積
り期間に応じて均等償却しております。

⑤ 収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業におけ

る主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する
通常の時点）は以下のとおりであります。なお、取引の対価は履行義務を充足し
てから主として３ヶ月以内、概ね６か月以内に回収しており、回収までに１年を
超えるものは存在しないため、重大な金融要素の調整は行っておりません。ま
た、販売契約後における値引き等はないため、変動対価はありません。

1. 抗体関連事業
抗体関連事業においては、診断試薬サービス、TGカイコサービス、検査サー
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ビスを行っており、EIAキット、抗体製品、体外診断用試薬等の抗体関連製品の
販売、「抗体の作製、精製、標識」「細胞培養によるタンパク質製造」「抗体によ
る測定系の開発」「受託試験」といった受託サービス及び血中リポタンパク質の
詳細なプロファイリング等を行う検査解析サービスを行っております。

・EIAキット、抗体製品、体外診断用試薬等の製品の販売について
製品を出荷した時点において、TGカイコサービスの一部の抗体製品に関しま

しては、顧客の検収通知の受領をもって製品、サービス等に対する支配が移転
し、履行義務が充足されると判断していることから、当該時点で収益の認識を
しております。

・受託サービスについて
受託製品の発送又は受託作業の結果報告書を発送した時点でサービス等に対

する支配が移転し、履行義務が充足されると判断していることから、当該時点
で収益の認識をしております。

・検査サービスについて
検査結果をe-mail又は郵送で通知しており、通知した時点をもってサービス

等に対する支配が移転し、履行義務が充足されると判断していることから、当
該時点で収益の認識をしております。

2. 遺伝子組換えカイコ開発事業
遺伝子組換えカイコ開発事業においては、研究開発活動のみで、販売等は行っ

ておりません。
3. 化粧品関連事業

化粧品関連事業においては、主に化粧品の販売を行っております。販売の形態
は通信販売及び大口の出荷販売を主としており、このような製品の販売について
は、製品を出荷した時点で製品の支配が移転し、履行義務が充足されると判断し
ていることから、当該時点で収益の認識をしております。

（連結貸借対照表に関する注記）
1. 有形固定資産の減価償却累計額 1,353,937千円
2. 流動負債「その他」のうち、契約負債の残高 2,058千円
3. 担保資産
（1）担保に供している資産（帳簿価額）

現金及び預金 34,149千円
（2）担保に係る債務（帳簿価額）

短期借入金 100,000千円

（連結損益計算書に関する注記）
当社グループは以下の資産について減損損失を計上いたしました。

用途及び地域 種類 減損損失
抗体関連事業 土地 804千円
当社グループは、事業用資産においてはセグメント及び全社の区分を基準にグルーピ

ングを行っております。
その結果、当連結会計年度において時価及び収益性の近い将来における回復が見込め

ないと判断した資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。
なお、回収可能価額は、正味売却価額により測定しております。
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（連結株主資本等変動計算書に関する注記）
1. 当連結会計年度の末日における発行済株式の総数

普通株式 9,314,590株
2. 当連結会計年度に行った剰余金の配当に関する事項

該当事項はありません。
3. 当連結会計年度の末日における当社が発行している新株予約権の目的となる株式の

種類及び数
該当事項はありません。

（収益認識基準に関する注記）
1. 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
報告セグメント

抗体関連
事業

遺伝子組換え
カイコ開発事業

化粧品関連
事業 合計

診断試薬サービス 678,780 ─ ─ 678,780
検査サービス 64,265 ─ ─ 64,265
ＴＧカイコサービス 47,554 ─ ─ 47,554
化粧品関連 ─ ─ 4,021 4,021
顧客からの契約から生じる収益 790,600 ─ 4,021 794,621
外部顧客への売上高 790,600 ─ 4,021 794,621

2. 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は、「連結計算書類作成のための基本となる

重要な事項に関する注記等 ３ 会計方針に関する事項 （4）その他連結計算書類
の作成のための重要な事項」に記載のとおりであります。

3. 当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（1）契約資産及び契約負債の残高等

（単位：千円）
当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高）
受取手形 32,065
売掛金 141,803

顧客との契約から生じた債権（期末残高）
受取手形 38,274
売掛金 184,740

契約負債（期首残高） 198
契約負債（期末残高） 2,058
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（注） 契約負債の額は、連結貸借対照表においては流動負債の「その他」に含めて表示しており
ます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額

は、198千円であります。また、当連結会計年度において契約負債が1,860千円増加した要
因は、契約の着手前に顧客から前受金を受け取ったことによる増加及び履行義務の充足によ
る減少であり、それぞれ、11,133千円増加し、9,074千円減少しております。

（2）残存履行義務に配分した取引価格
該当事項はありません。

（金融商品に関する注記）
1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については主に短期的な預金等を利用し、資金調達に
ついては銀行借入及び増資等による方針です。またデリバティブ取引は現在行って
おらず、また投機的な取引は行わない方針です。

（2）金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。

また、海外の取引先に対する外貨建ての営業債権は為替の変動リスクに晒されてお
ります。投資有価証券は、当社グループ業務に関連のあるベンチャー企業の株式等
であります。株式は上場株式ではないため価格変動リスクはないものの、純資産額
の低下による評価損計上のリスクに晒されております。また、関係会社及び取引先
企業等に対し、貸付を行っております。
営業債務である買掛金は、その全てが１年以内の支払期日であります。また、そ

の一部には、原料等の仕入に伴う外貨建てのものがあり、為替の変動リスクに晒さ
れております。
借入金は、短期借入金及び長期借入金で、運転資金及び事業拡大に伴う投資資金

の増加への対応に係る資金調達であります。
デリバティブ取引については、現在行っておりません。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社は、営業債権については、当社の販売管理規程に従い、取引先ごとの期日管
理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信用状況を毎期ごとに把握する体制
としており、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っておりま
す。
デリバティブ取引については、現在行っておりませんが、行う場合は取締役会で

の決議によるものとしております。
② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社グループは、外貨建ての営業債権債務について、外貨建ての債権債務の金額
が大きくないため、デリバティブを使用したリスクヘッジを行っておりませんが、
原則として債務については債務の発生翌月に支払を行うことによりリスクを最小限
に抑えるよう努めております。
投資有価証券については、定期的に発行体の財務状況等を確認し、帳簿価額との

差額の把握に努めており、継続保有について見直しを行っております。
③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払を実行できなくなるリスク）の管
理
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当社グループは、各部署からの報告等や入金の状況に基づき、適時に資金繰計画
を作成・更新し、手許流動性の維持に努めることで、流動性リスクを管理しており
ます。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合

には合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動
要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が
変動することもあります。

2. 金融商品の時価等に関する事項
2023年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。なお、現金は注記を省略しており、預金は短期間で決済
されるため時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

連結貸借対照表
計上額（千円） 時価（千円） 差額（千円）

（1）受 取 手 形 38,274 38,274 ─
（2）売 掛 金 184,740 184,740 ─
（3）短 期 貸 付 金（※1） 10,000 10,000 ─

資 産 計 233,014 233,014 ─
（1）支 払 手 形 及 び 買 掛 金 5,697 5,697 ─
（2）短 期 借 入 金 130,000 130,000 ─
（3）長期借入金（一年内返済予定分含む） 104,990 104,612 △377

負 債 計 240,687 240,310 △377
※1 短期貸付金は、連結貸借対照表では流動資産の「その他」に含めております。
※2 市場価格のない株式等は、上記の表には含めておりません。当該金融商品の連結貸借対照

表計上額は以下のとおりであります。
（単位：千円）

区 分 連結貸借対照表計上額
非 上 場 株 式 95,225

（注１）金銭債権及び満期がある有価証券の連結決算日後の償還予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

預 金 613,880 ─ ─ ─
受 取 手 形 38,274 ─ ─ ─
売 掛 金 184,740 ─ ─ ─
短 期 貸 付 金 10,000 ─ ─ ─

合 計 846,894 ─ ─ ─
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（注２）長期借入金の連結決算日後の返済予定額
（単位：千円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

長期借入金（一年内返済予定分含む） 5,889 18,185 27,187 21,805 8,599 23,325
合 計 5,889 18,185 27,187 21,805 8,599 23,325

3. 金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じ

て、以下の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格

により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプ

ットを用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価

時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらの
インプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレ
ベルに時価を分類しております。

（1）時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
該当事項はありません。

（2）時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金（一年内返済予定分含む） ─ 104,612 ─ 104,612

負債計 ─ 104,612 ─ 104,612
（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
長期借入金(一年内返済予定分含む)
元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値に

より算定しております。

（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 115円81銭
2. １株当たり当期純損失 31円10銭

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表に記載の金

額は、表示単位未満を切り捨てております。
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貸 借 対 照 表
（2023年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額
流 動 資 産 1,115,976 流 動 負 債 212,118

現 金 及 び 預 金 555,551 買 掛 金 5,697
受 取 手 形 38,274 短 期 借 入 金 100,000
売 掛 金 184,290 未 払 金 39,480
商 品 209 契 約 負 債 2,058
製 品 23,869 未 払 法 人 税 等 25,378
原 材 料 75,327 未 払 消 費 税 等 9,448
仕 掛 品 135,987 預 り 金 5,349
貯 蔵 品 42,053 賞 与 引 当 金 24,705
短 期 貸 付 金 30,000 固 定 負 債 93,965
一年内回収予定長期貸付金 175,000 長 期 借 入 金 80,000
そ の 他 7,925 退 職 給 付 引 当 金 4,614
貸 倒 引 当 金 △152,512 関係会社事業損失引当金 9,351

固 定 資 産 278,524 負 債 合 計 306,084
有 形 固 定 資 産 119,277 純 資 産 の 部
土 地 119,277 科 目 金 額
投 資 そ の 他 の 資 産 159,247 株 主 資 本 1,088,416
投 資 有 価 証 券 95,225 資 本 金 3,029,041
関 係 会 社 株 式 9,800 資 本 剰 余 金 2,061,421
長 期 貸 付 金 100,000 資 本 準 備 金 2,061,421
長 期 前 払 費 用 956 利 益 剰 余 金 △4,000,056
保 険 積 立 金 34,586 その他利益剰余金 △4,000,056
そ の 他 18,678 繰越利益剰余金 △4,000,056
貸 倒 引 当 金 △100,000 自 己 株 式 △1,990

純 資 産 合 計 1,088,416
資 産 合 計 1,394,501 負債及び純資産合計 1,394,501
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損 益 計 算 書
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 790,600
売 上 原 価 266,400
売 上 総 利 益 524,199
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 452,480
営 業 利 益 71,718
営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,256
為 替 差 益 4,559
受 取 ロ イ ヤ リ テ ィ ー 1,122
保 険 解 約 返 戻 金 4,820
業 務 受 託 手 数 料 2,372
そ の 他 2,120 17,251

営 業 外 費 用
支 払 利 息 839
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 6,697
棚 卸 資 産 評 価 損 14,893
そ の 他 566 22,997

経 常 利 益 65,973
特 別 利 益

関 係 会 社 株 式 売 却 益 12 12
特 別 損 失

関 係 会 社 株 式 評 価 損 527,947
関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 148,409
関係会社事業損失引当金繰入額 9,351
投 資 有 価 証 券 評 価 損 1,635
減 損 損 失 804 688,147

税 引 前 当 期 純 損 失 622,162
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 8,806
当 期 純 損 失 630,968
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株主資本等変動計算書
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

（単位：千円）

残高及び変動事由

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金 資本剰余金
合 計

その他
利益剰余金 利益剰余金

合 計繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 3,029,041 2,061,421 2,061,421 △3,369,088 △3,369,088
当 期 変 動 額
当 期 純 損 失 △630,968 △630,968
自己株式の取得
当期変動額合計 ─ ─ ─ △630,968 △630,968
当 期 末 残 高 3,029,041 2,061,421 2,061,421 △4,000,056 △4,000,056

残高及び変動事由
株 主 資 本

純 資 産
合 計自 己 株 式 株 主 資 本

合 計

当 期 首 残 高 △1,990 1,719,385 1,719,385
当 期 変 動 額
当 期 純 損 失 △630,968 △630,968
自己株式の取得 △0 △0 △0
当期変動額合計 △0 △630,968 △630,968
当 期 末 残 高 △1,990 1,088,416 1,088,416
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個 別 注 記 表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
1. 資産の評価基準及び評価方法
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法を採用しております。

② その他有価証券
市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。

（2）棚卸資産の評価基準及び評価方法
総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しており

ます。
2. 固定資産の減価償却の方法

長期前払費用
均等償却によっております。
なお、償却期間については、法人税法に規定する方法と同一の基準によっており

ます。
3. 引当金の計上基準
（1）貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額
を計上しております。

（2）賞与引当金
従業員に対する賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額の当事業年度負担額を

計上しております。
（3）退職給付引当金

従業員数300人未満の小規模会社であるため簡便法を採用しております。
退職給付債務の計算方法は、退職金規程に基づく従業員個別の要支給額と中小企

業退職金共済制度からの期末時点における支給見込額に不足がある場合にその差額
を引当金に計上する方法をとっております。

（4）関係会社事業損失引当金
関係会社の事業の損失に備えるため、関係会社に対する投資額を超えて当社が負

担することとなる損失見込額を計上しております。
4. 収益及び費用の計上基準

当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内
容及び当該履行義務を充足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のと
おりであります。なお、取引の対価は履行義務を充足してから主として３ヶ月以内、
概ね６か月以内に回収しており、回収までに１年を超えるものは存在しないため、重
大な金融要素の調整は行っておりません。また、販売契約後における値引き等はない
ため、変動対価はありません。
1. 抗体関連事業

抗体関連事業においては、診断試薬サービス、TGカイコサービス、検査サービ
スを行っており、EIAキット、抗体製品、体外診断用試薬等の抗体関連製品の販
売、「抗体の作製、精製、標識」「細胞培養によるタンパク質製造」「抗体による測
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定系の開発」「受託試験」といった受託サービス及び血中リポタンパク質の詳細な
プロファイリング等を行う検査解析サービスを行っております。
・EIAキット、抗体製品、体外診断用試薬等の製品の販売について

製品を出荷した時点において、TGカイコサービスの一部の抗体製品に関しま
しては、顧客の検収通知の受領をもって製品、サービス等に対する支配が移転
し、履行義務が充足されると判断していることから、当該時点で収益の認識を
しております。

・受託サービスについて
受託製品の発送又は受託作業の結果報告書を発送した時点でサービス等に対

する支配が移転し、履行義務が充足されると判断していることから、当該時点
で収益の認識をしております。

・検査サービスについて
検査結果をe-mail又は郵送で通知しており、通知した時点をもってサービス

等に対する支配が移転し、履行義務が充足されると判断していることから、当
該時点で収益の認識をしております。

2. 遺伝子組換えカイコ開発事業
遺伝子組換えカイコ開発事業においては、研究開発活動のみで、販売等は行っ

ておりません。
5. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、事業年度末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算

差額は損益として計上しております。

（貸借対照表に関する注記）
1. 有形固定資産の減価償却累計額 1,353,937千円
2. 関係会社に対する金銭債権 296,430千円
3. 関係会社に対する金銭債務 ─千円
4. 担保資産
（1）担保に供している資産（帳簿価額）

現金及び預金 34,149千円
（2）担保に係る債務（帳簿価額）

短期借入金 100,000千円

（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高
営業取引 ─千円
営業取引以外の取引 4,551千円

（株主資本等変動計算書に関する注記）
当事業年度末における自己株式の種類及び数
普通株式 1,131株

（収益認識基準に関する注記）
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、個別注記表「重要

な会計方針に係る事項に関する注記 ４ 収益及び費用の計上基準」に記載のとおりで
あります。
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（税効果会計に関する注記）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
賞与引当金 7,525千円
退職給付引当金 1,405千円
減価償却費 68,377千円
減損損失 168,123千円
研究開発費 135,226千円
投資有価証券評価損 205,540千円
棚卸資産評価損 19,017千円
繰越欠損金 507,566千円
貸倒引当金繰入超過額 76,855千円
その他 8,305千円

繰延税金資産小計 1,197,943千円
評価性引当額 1,197,943千円

繰延税金資産合計 ─千円

（リースにより使用する固定資産に関する注記）
該当事項はありません。

（関連当事者との取引に関する注記）
子会社

種類 会社等の名称
又は氏名

住所 資本金
（千円） 事業の内容 議決権等の所有

（被所有）割合
関連当事者と
の関係

取引の内容 取引金額
（千円） 科目 期末残高

（千円）

子会社

㈱ネオシルク化粧品
群馬県藤岡市 50,000 化粧品販売 （所有） 当社製品の販売

直接 100％ 資 金 の 援 助
（営業取引以外の取引）
貸付金利息※3 899 長期貸付金※1 100,000

㈱AI Bio

東京都中央区 10,000
抗体医薬品
及び診断薬
候補の抗体
作製

（所有）
直接 49％

出資、役員の兼
任、事務処理受
託及び資金の援
助

（営業取引以外の取引）
資金の貸付 55,000 短期貸付金※2 20,000

長期貸付金（1
年内回収予定） 175,000

貸付金利息※3 1,266 未収収益 1,430
業務受託手数料※4 2,372

（注） 取引条件及び取引条件の決定方針等
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※１ 株式会社ネオシルク化粧品への貸付金につき100,000千円の貸倒引当金を計上して
おります。なお、当事業年度の同社の財務状況を勘案し、前事業年度に計上していた
貸倒引当金を洗い替え、関係会社貸倒引当金繰入額を2,594千円計上しております。
また、100％子会社である同社の財務状況に鑑み、関係会社事業損失引当金繰入額を
9,351千円計上しております。

※２ 株式会社AI Bioへの貸付金につき145,814千円の関係会社貸倒引当金及び関係会社
貸倒引当金繰入額を計上しております。

※３ 資金の貸付は市場金利を勘案し、双方協議の上、合理的に決定しております。な
お、担保は受け入れておりません。

※４ 事務量等を勘案し、双方協議の上、合理的に決定しております。

（１株当たり情報に関する注記）
1. １株当たり純資産額 116円86銭
2. １株当たり当期純損失 67円74銭

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注）貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表に記載の金額は、表示単

位未満を切り捨てております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2023年５月22日
株式会社免疫生物研究所
取 締 役 会 御 中

新宿監査法人
東京都新宿区
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 田 中 信 行
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 加 藤 寛 司

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社免疫生物研究所の2022年

４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会

計の基準に準拠して、株式会社免疫生物研究所及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計
算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているもの
と認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行

った。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」
に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び
連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載

内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の
報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておら

ず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程

において、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に
重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内
容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場

合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連

結計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表
示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備
及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成

することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する
責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執

行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は

誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において
独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬
により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影
響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ

スクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断に
よる。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではな
いが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するた
めに、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会
計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、ま
た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又
は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関す
る重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注
意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場
合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表
示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい
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るかどうかを評価する。
・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十

分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及
び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施
過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求め
られているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関す

る規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及
び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告
を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により

記載すべき利害関係はない。
以 上
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会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

2023年５月22日
株式会社免疫生物研究所
取 締 役 会 御 中

新宿監査法人
東京都新宿区
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 田 中 信 行
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 加 藤 寛 司

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社免疫生物研究所の

2022年４月１日から2023年３月31日までの第41期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対
照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算
書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点にお
いて適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行

った。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」
に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から
独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、
意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載

内容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の
報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、

当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に

おいて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要
な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に
重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場

合には、その事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計

算書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示
のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び
運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成する

ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任
がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執

行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤

謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独
立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬によ
り発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与
えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ

スクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断に
よる。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会
計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、
入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状
況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重
要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚
起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計
算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は
継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、
構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかど

― 41 ―

2023年05月24日 16時54分 $FOLDER; 41ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



うかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施

過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求め
られているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関す

る規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及
び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告
を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。
以 上
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監査役会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査役会は、2022年４月１日から2023年３月31日までの第41期事業年度の取締役の職
務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成
し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に

ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求めました。

（2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環
境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につ
いて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な
事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会
社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業
の報告を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するた
めに必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関
する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）
について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、
必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証
するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するた
めの体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応
じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借

対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連
結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記
表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
（1) 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示している
ものと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は
認められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内
部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘す
べき事項は認められません。

（2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人新宿監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人新宿監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年５月29日
株式会社免疫生物研究所 監査役会
常勤監査役(社外監査役) 岡 住 貞 宏 ㊞
社 外 監 査 役 田 山 毅 ㊞
社 外 監 査 役 吉 田 信 昭 ㊞

以 上
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株主総会参考書類
議案及び参考事項
第１号議案 資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金処分の件

当社は、現在生じている繰越利益剰余金の欠損額を填補し財務体質の健全化を図る
とともに、税負担軽減などの税制上のメリットを享受しつつ、今後の機動的かつ柔軟
な資本政策及び株主還元策の実施に備えるため、会社法第447条第１項及び会社法第
448条第１項の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額を減少し、これらをその他
資本剰余金に振り替えるとともに、会社法第452条の規定に基づき、増加後のその他
資本剰余金を繰越利益剰余金に振り替えたいと存じます。なお、本議案は、発行済株
式総数は変更せず、資本金及び資本準備金の額のみを減少いたしますので、株主の皆
様のご所有株式数に影響を与えるものではございません。また、当社の純資産額にも
変更はありませんので、１株当たり純資産額に変更が生じるものではございません。

１．資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金処分の内容
(1) 減少する資本金の額

資本金の額を2,979,041,760円減少し、同額をその他資本剰余金に振り替え
るものであります。

(2) 減少する資本準備金の額
資本準備金の額を1,021,014,529円減少し、同額をその他資本剰余金に振り

替えるものであります。
(3) 資本金及び資本準備金の額の減少の方法

会社法第447条第１項及び会社法第448条第１項の規定に基づき、発行済株
式数の減少は行わず、資本金及び資本準備金の額を減少させ、その他資本剰余
金に振替える予定であります。

２．剰余金の処分の要領
会社法第452条の規定に基づき、資本金及び資本準備金の額の減少の効力発生

を条件に、その他資本剰余金を繰越利益剰余金に振り替え、欠損額を填補するも
のであります。
(1) 減少する剰余金の額

その他資本剰余金 4,000,056,289円
(2) 増加する剰余金の額

繰越利益剰余金 4,000,056,289円

３．資本金及び資本準備金の額の減少が効力を生ずる日
2023年８月29日を予定しております。
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第２号議案 取締役６名選任の件
取締役全員６名が本定時株主総会終結の時をもって任期満了となりますので、６名

の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社の株式数

１ 清
せ い と う

藤 勉
つとむ

（1944年９月29日生）

1964年９月 国立がんセンター研究所病理学部
技官

1975年４月 新潟大学医学部第１病理学教室技
官

1978年９月 株式会社日本抗体研究所入社
1982年９月 当社設立 代表取締役社長（現任）
2001年３月 株式会社ジーンテクノサイエンス

設立 代表取締役
2009年４月 当社代表取締役社長兼営業本部長
2009年８月 株式会社ネオシルク代表取締役
2011年６月 株式会社トランスジェニック社外

取締役（現任）
2013年７月 株式会社スカイライト・バイオテ

ック代表取締役会長
2021年２月 株式会社AI Bio代表取締役社長

（現任）

1,123,700株

２ 中
な か が わ

川 正
ま さ と

人
（1962年８月５日生）

1983年４月 株式会社ウェッズ入社
2007年10月 当社入社
2008年４月 当社財務経理部長
2008年６月 当社取締役財務経理部長兼社長室

長
2013年７月 株式会社スカイライト・バイオテ

ック取締役
2013年７月 当社取締役事業統括推進本部長兼

財務経理部長
2015年10月 株式会社スカイライト・バイオテ

ック監査役
2018年４月 当社取締役事業グループ管理本部

長兼診断・試薬事業本部長
2019年６月 株式会社CURED社外取締役
2021年２月 株式会社AI Bio監査役（現任）
2021年６月 当社常務取締役業務執行責任者兼

事業グループ管理本部長（現任）

9,700株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社の株式数

３ 前
ま え だ

田 雅
ま さ ひ ろ

弘
（1957年10月15日生）

1982年４月 株式会社ニチレイ入社
1986年４月 東海大学医学部移植学教室出向
1989年９月 米国ホワイトヘッド生物医学研究

所出向
1994年４月 当社入社
2001年４月 当社研究開発部長
2001年６月 当社取締役研究開発部長
2013年10月 当社取締役診断・試薬事業部長兼

研究開発部長
2015年10月 株式会社スカイライト・バイオテ

ック取締役
2018年４月 株式会社スカイライト・バイオテ

ック取締役社長
2018年４月 当社取締役臨床検査事業部長兼グ

ループ製品渉外担当
2021年２月 株式会社AI Bio取締役（現任）
2021年６月 当社取締役抗体関連事業本部長兼

臨床検査事業部長（現任）

14,800株

４ 小 野 寺 昭 子
お の で ら しょうこ

（1961年５月15日生）

1985年４月 当社入社
2001年４月 当社総務・経理部長
2001年６月 当社取締役総務・経理部長
2007年10月 当社取締役管理部長
2008年６月 当社執行役員人事総務部長兼内部

監査室長
2011年６月 当社取締役人事総務部長兼内部監

査室長（現任）
2013年７月 株式会社スカイライト・バイオテ

ック監査役
2013年11月 株式会社ネオシルク化粧品設立

代表取締役社長（現任）

50,000株
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当

社の株式数

５ 福
ふ く な が

永 健
け ん じ

司
（1969年８月13日生）

1993年10月 監査法人トーマツ（現有限責任監
査法人トーマツ）入所

1997年６月 公認会計士登録
2006年８月 福永公認会計士・税理士事務所開

設 代表
2009年６月 株式会社トランスジェニック取締

役
2010年６月 同社代表取締役社長（現任）
2011年６月 当社社外取締役（現任）
2013年４月 株式会社新薬リサーチセンター代

表取締役社長（現任）
2013年10月 株式会社ジェネティックラボ代表

取締役社長
2017年11月 株式会社ＴＧビジネスサービス代

表取締役社長（現任）
2018年３月 株式会社安評センター代表取締役

社長（現任）

─株

６ 小
こ じ ま

嶋 一
い っ け い

慶
（1983年１月２日生）

2010年12月 弁護士登録
2010年12月 たかさき法律事務所入所
2014年７月 弁護士法人ゆうあい綜合法律事務

所東京事務所（現任）
2019年６月 当社社外取締役（現任）

─株

（注）1. 取締役候補者のうち当社との間に特別の利害関係を有する者は次のとおりであります。
福永健司氏は、株式会社トランスジェニック、株式会社新薬リサーチセンター、株式会

社ＴＧビジネスサービス及び株式会社安評センターの代表取締役社長を兼務しており、当
社は株式会社トランスジェニックと包括的業務提携を行っております。また、上記各社と
当社との間に取引関係はありません。
小嶋一慶氏は、弁護士法人ゆうあい綜合法律事務所東京事務所に勤務しておりますが、

当社は法律相談業務を同事務所に依頼しており、取引関係があります。
2. 福永健司氏は社外取締役候補者であります。社外取締役候補者として選任した理由は、
株式会社トランスジェニックをはじめ４社の代表取締役を務めていることから経営面での
知見を有しており、また公認会計士としての経験・識見が豊富であることから社外取締役
としての職務を適切に遂行いただけるものと判断しており、社外取締役として選任をお願
いするものであります。社外取締役として期待する役割につきましては、経営的な目線か
ら経営計画の策定等に関し取締役会等において発言いただくとともに計画の進捗状況等に
つき監督していただくことを期待しております。なお、同氏の当社社外取締役就任期間は
本定時株主総会終結の時をもって12年となります。
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3. 小嶋一慶氏は社外取締役候補者であります。弁護士として企業の法令に関する相談等に
関わることで企業経営全般的な視点を持ち、また、独立した立場からの指摘、提言等が期
待できることから、社外取締役候補者といたしました。なお、同氏は、社外取締役又は社
外監査役となること以外の方法で会社経営に関与したことはありませんが、上記の理由に
より、社外取締役としての職務を適切に遂行できると判断いたしました。社外取締役とし
て期待する役割につきましては、高度かつ専門的な知識による視点から他社とのＭ＆Ａや
提携、さらに労務管理における留意点及び戦略等について、法令視点の見解を踏まえた積
極的な助言・監督を行うことで、取締役会の実効性向上に貢献いただくことを期待してお
ります。なお、同氏の当社社外取締役就任期間は本定時株主総会終結の時をもって４年と
なります。
4. 当社は現在、福永健司氏及び小嶋一慶氏との間で、会社法第423条第１項の賠償責任に
ついて、その職務を行うにつき善意でありかつ重大な過失がなかったときは、会社法第
425条第１項に定める最低責任限度額を限度として損害賠償責任を負担するものとする旨
の責任限定契約を締結しております。なお、両氏の再任が承認された場合、当社は両氏と
の間の責任限定契約を継続する予定であります。
5. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との
間で締結し、被保険者が負担することになる、その地位に基づいて行った行為（不作為を
含む）に起因して損害賠償請求された場合の、法律上の損害賠償金及び争訟費用を当該保
険契約により填補することとしております。各候補者は、当該保険契約の被保険者に含め
られることになります。

以 上
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第一病院

高崎環状線
緑町

問屋町入口

問屋町

貝沢町

上大類町

北高崎駅

アサヒ商会

デニーズ 交番

群馬銀行
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ビエント高崎

株主総会会場ご案内図

株主総会は、ビエント高崎６０２号室で開催いたしますので、ご出席の際は下記の案内図をご
参照ください。
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